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第２９号
～町の様子を皆様に伝えていきます～

台風１５号による被害は大丈夫だったでしょうか？森町内で緊急対応した倒木等

による被災路線箇所は、町道が３６箇所、県道が１２箇所を数えました。また、県

指定文化財の天宮神社社殿が倒木により損壊しました。他にも数え切れないほどの

被災を耳にしています。近年にない大きな災害となってしまいました。一刻も早い

復旧を望みます。

さて今号は、こうした災害復旧や大震災等による避難所対策、来年供用開始を予

定する新東名への対応など、早急に実施すべく大きな補正事業を主に報告します。亀澤 進
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森町の避難所（全１３箇所）及び救護所（全６箇所）に、発電機や自動血圧計など当面必要な資機

材等を補充することとなりました。また孤立化する地域を想定し、三倉地区、鍛冶島地区、本部に衛

星電話を配備し、更に放射能測定器も２台購入することとなりました。備品資機材購入費は４，４９

４万８千円を計上しました。※避難場所及び備蓄資機材については町のホームページに詳しく掲載されています。

地震発生に伴う家具等の転倒防止のために、６５歳以上の方だけの世帯は５箇所を無償で、それ以

外の世帯には５箇所を限度に６分の１の負担で固定用金具を設置することとなりました。
※詳しくは役場防災係までご連絡下さい。電話８５－６３０２

谷中、田中、東組、上飯田の自主防災用可搬ポンプ４台を更新するために２１０万円が補正計上さ

れました。年度当初は１０台分を計上していましたが、自治総合センター・コミュニティ助成金を活

用して、早期に全ての自主防災組織の可搬ポンプを更新していく計画です。

西組地内にある上水道第４水源を改修し、被災時の給水活動が行える施設にします。配管工事、外

構工事、発電機設置などで１，５１２万３千円を補正計上しました。

９月２２日時点で、台風１５号による公共土木施設災害復旧事業は１箇所、町単独災害復旧事業は

３５箇所を数えるほどとなりました。それに対応するため、重機借上料及び人件費等に１，１００万

円が補正計上されました。
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東日本大震災により予定した国の鳥獣被害総合対策交付金が宙に浮いたため、以前より要望を出し

ていた当町で活用することとなりました。内容は、一宮パイロット、栗の島、西俣、大平４箇所の茶

園に、イノシシ等の侵入を防ぐための鉄製メッシュタイプの防護柵を設置します。総延長は６，６８

０ｍ、予算は３，０１２万７千円を計上しました。

東日本大震災により殉職された消防団員等に対する公務災害補償の不足額を全自治体で補うため、

当町では８９６万１千円の追加掛け金を納めることとなりました。

森中学校合併処理浄化槽の配管等の腐食が著しく、処理機能が低下しているため、ばっ気槽及び調

整槽の配管等を修繕することとなりました。予算は１６２万８千円を計上しました。

遠州森町パーキングエリアへスマートインターチェンジ設置の実現に向けて、予定地周辺の整備に

あたり、国の社会資本整備交付金制度等の活用を図るため、資料及び図面作成等の業務を委託する経

費として１８９万円が補正されました。

整備にあたっては、交付金事業制度を利用しながらパーキングエリアの工事と同時進行で進める必

要があり、また高速道路との連結申請が年に１回しか無く、それが１月前後で、来年度の交付金事業

の最終申請が１１月となり、どれが１個欠けてもスマートインターチェンジの設置は難しいので、９

月補正予算で必要な事業を進めていきます。

整備計画の範囲は、接道、広域農道出入口、VIP 急送前、県道との交差点等が上げられます。また広

域的には案内看板等の設置や広域農道の舗装等も延長線にあり、それらのことも踏まえて整備計画を

つくっていきます。

森町を走る高速道路の名称が、「新東名高速道路」に決まりました。また、森町にできるインターチ

ェンジの名称が「森・掛川ＩＣ」、パーキングエリアの名称が「遠州森町ＰＡ」と決まりました。開通

（三ヶ日ＪＣＴ～御殿場ＪＣＴ）は平成２４年初夏（梅雨前ぐらい）を予定しています。

中川下工業団地内町道深山天池線の舗装改良工事が決まりました。工事費は８００万円を計上しま

した。今までの道路は農道規格ということで、現状より設計交通量を低く設計されていたため傷みが

早く来ました。新しい道路は、工業団地内ということと、新東名開通など今後においても更に交通量

が増える見込みもあるため、今までのものより強固なつくりを計画しています。
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